






























































 三部書…『即身成仏義』 『声字実相義』 『吽字義』
・
 顕教に対する密教の優位を説くもの
　『辨顕密二教論』 『秘密曼陀羅十住心論』 『秘蔵宝鑰』・ その他…『般若心経秘鍵』 （心経を大般若経の要約と見ず密教的に解したもの）
　
＊
 これらにしばしば引用せられている資料として龍猛の著した『菩提心論』があり、 「密蔵肝心の論」 （密教大辞典　
二〇五二頁）として重んぜられる。
⑷教旨・




























































 釈教歌の分類方法 ついて、たとえば『和歌大辞典』 「釈教歌」の項には
　　




















































































































































































































この記述及び、 『密教辞典』 「菩提心」の項の「菩提心は悟りそのも を意味する」 （六三五頁）から歌意をまとめると○





























































































































のごとく「心水」とあることから、 初句の「てる月」が「仏日」の比喩となっているとみなし得るためである。つまりこの歌は、即身成仏を月輪観で体現した旨を詠ん い ということができるのであって、その点を踏まえて歌意をまとめると○














































































































































































































































のままでは意を解し得ないのである。そこで、 「梵語の音写」という可能性を考えてみると、 「謁」を「掲」の誤写とすのであれば、一応類似の表記を見いだすこ はできる。それはすなわち 『大日経疏』 巻一に見える 「怛
ただぎやた
他掲多」 （梵語 「タター

















詠の比率が他の集に比して際立った高さを示してい と知られるが、これには下命者たる後宇多院の存在が大きく影響しているとみなし得る。それは、た えば『密教大辞典』 後宇多法皇」の項（五二二～五二三頁）から私にま め と　　

















































































などといったものとなる。また九二六は やはり『菩提心論』に見える「普賢大菩提心」が『密教大辞典』に「衆生本有の浄菩提心を云ふ」 （一九一五頁）とあることから、 「行者が悟り（＝如実知自心）の境地に住するさま」を旨 していると知られ、それゆえに歌意としては○






















































































































































































 禅助詠以外では、 『大日経疏』 「菩提心即是白浄信心義也」 を詞書とす 新千載集の権僧正道我の例 （八二九）が挙げられる。
（
5）






















 台密の法流は最澄以来の「根本大師流」と、円仁以来の「谷流」 「川流」 、 円珍以来の「智証大師流（三井流） 」とがあり、 そこから「台密十三流」を形成している（密教大辞典付録「法流系譜」を参照） 。なお、続拾遺の二首にはいずれも「谷川」とあるが、 「川流」は早くに衰えた（ 『密教大辞典』 「川ノ流」 項〔二五五頁〕 ）ので、「谷流」のみを指している可能性もある。
（
9）




































巻頭 弘法大師詠の初句「法性」などは、天台と東密とでその意味するところがまったく異 るもの なっている。
（
16） 『密教大辞典』の「四所明神」の項（九五一頁）を参照。
（付記）　
本稿は、平成二十六年十二月六日に相愛大学で開催せられ
た和歌文学会関西例会における口頭発表「真言密教と釈教
歌
　
―勅撰集釈教部の用例の検討から―」の配布資料に加筆
修正を施したものである。
